
　

俳
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越

智

哲

眞

選

鯉
の
ぼ
り
次
郎
は
日
が
な
棒
を
持
ち　
　

菅　

正
子

戦
後
派
の
教
師
ば
か
り
や
敗は
い
せ
ん
き

戦
忌　
　
　

渡
部
喜
生

蛍
待
つ
瀬
音
た
か
ぶ
る
橋
に
佇た

ち　
　
　

大
森
妙
子

鶯う
ぐ
い
すの
谷
渡
り
聞
け
朝
ウ
オ
ー
ク　
　
　
　

松
木
尚
成

六
月
や
水
路
に
水
の
た
走
り
て　
　
　
　

森
本
郁
子

紫あ
じ
さ
い

陽
花
の
な
だ
れ
咲
き
た
る
札
所
か
な　

三
好
清
信

田た
み
ず水
沸わ

く
生
き
も
の
が
い
て
水
濁
す　

十
河
多
美
子

人
の
波
途
切
れ
て
よ
り
の
牡ぼ
た
ん丹
か
な　
　

越
智
綾
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選
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菜
園
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ
ト
競
い
合
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亀
田
幸
子

朝
ウ
オ
ー
ク
一
円
玉
を
又
拾
う　
　
　
　

松
木
尚
成

カ
ゼ
予
防
汗
を
か
い
た
ら
す
ぐ
着
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

川
柳
を
詠
め
る
ゆ
と
り
の
卒
寿
で
す　

髙
塚
フ
ミ
子

ゆ
っ
く
り
と
歩
け
ば
私
行
け
る
の
よ　

今
井
マ
サ
コ

貧
困
に
助
け
求
め
る
無
邪
気
な
瞳　
　
　

青
野
洋
子

洗
濯
物
か
ら
っ
と
乾
く
陽
の
匂
い　
　

木
原
恵
美
子

花
菖
蒲
レ
ン
ズ
の
中
の
濃こ

紫　
　
　
　
　

三
好
清
信

　ベトナムのフエ市から来た国際交流員、レーです。

５年前、私は家族をフエに残し、単身赴任生活を選ん

で西条に来ました。あれからあっという間に５年がた

ち、今年の７月いっぱいで任期を終え、８月５日に帰

国することになりました。

　西条市の国際交流員として選ばれたとき、私は「や

った！　また日本で働くことになった！」とうれしか

ったです。けれども、家族から離れ、一人で日本に住

むのは寂しかったです。また、新しい仕事に対して経

験が全然なく、どうしたらよいのか不安でいっぱいで

した。しかし、西条に着いた後は、仕事に関しても生

活に関しても、職場の上司や周りの皆さんにいろいろ

支えていただき、仕事も生活も安定し、毎日楽しく過

ごしてきました。市職員や市民の皆さんの配慮のおか

げで、５年間の西条での仕事はなんとか無事に終え

ることができました。

西条市の皆さんへ

世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

チュオン・
ディン・レー

№121

　長年の西条市での活動や

生活を顧みると、私にとっ

ては本当に貴重な経験でした。西条市でたくさんの方

に出会い、いろいろな体験をし、全ては良い思い出に

なると思います。私は、西条市に来て良かったといつ

も思っています。ベトナムに帰ってからの家族だんら

んをとても楽しみにしていますが、西条市から離れる

ことは本当に寂しいです。帰国しても、皆さんのこと

は一生忘れられないと思います。西条市はもう私の故

郷になりました。

　この記事で、西条市の皆さんに心より感謝の意を表

すとともに、お別れの言葉を贈りたいと思います。ま

た、ベトナムに来られる方はぜひ連絡していただけれ

ばうれしいです。

　長い間いろいろお世話になりました。ありがとうご

ざいました。さようなら！

国際交流員
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代
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真
鍋
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見
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加
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病
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椅
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し
ゆ
く
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レ
ー
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見
上
ぐ

祠
の
陰
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菅　

正
子

学
舎
で
「
寄
ら
ば
大
樹
」
と
教
へ
ら
れ
ぬ
そ
は
又
母

の
口
癖
な
り
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

昇

川
ほ
と
り
眼
の
先
よ
ぎ
る
蛍
火
は
し
ば
し
ば
青
し
宵

闇
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
由
子

「
茄
子
の
花
千
に
一
つ
の
徒あ
だ

が
な
い
」
と
諺
ど
お
り
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高
橋
ト
シ
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た
つ
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越
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作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
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－
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０
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明
屋
敷
１
６
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西
条
市
役
所

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
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℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集
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